
 

 

愛知県感染症情報 
 

   平成 13 年第 49 週（12 月第 1 週） 

（コメント）                                

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘は流行中で依然報

告数が増加していますので注意してください。これらについての詳し

いことは、愛知県衛生研究所のホームページ

（ h t tp : / /www.pre f . a i ch i . jp /e i s e iken /）をご覧ください。  

インフルエンザは、一部地域で流行が始まっていますので注意してく

ださい。  

感染性胃腸炎 （名古屋市を含む 。平成 11年 は 、13週 （4月 1日～ ）か ら ）
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（定点の先生方からのコメント）  

 尾張西部地区   

・  病原性大腸菌感染者 O1（６ヶ月男、２歳女、５歳女、４歳男） O6 

９ヶ月男、 O18 ３ヶ月女  

  （尾西市  城後小児科）  

・  ＲＳ様の咳が増えてきました。病原性大腸菌 O6 家族感染例有り

（１歳２人、３歳、９歳、 31 歳、 33 歳）、 O6 ３歳。  

  （犬山市  武内医院）  

・  急性胃腸炎多発、嘔吐のみの患者多し。水痘多し。伝染性紅斑も

４例あり。  

  （岩倉市  なかよしこどもクリニック）  

・  嘔吐を伴う胃腸炎が流行中です。Ａ群溶連菌感染症も小流行して

います。流行性耳下腺炎は減少してきました。  

  （江南市  みやぐちこどもクリニック）  

http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/


・ マイコプラズマ肺炎   39 歳女  

（  師勝町  田中クリニック）  

・ マイコプラズマ肺炎  12 歳男   

   嘔吐下痢を伴った胃腸かぜが流行して居ります。  

  （春日町 丹羽医院）   

・ マイコプラズマ肺炎２名  （ 30 歳女、 66 歳男）  

   溶連菌感染症増えたが、インフルエンザウイルス抗原陽性者なし。  

  （新川町  三輪医院）   

 尾張東部地区  

・  相変わらず、マイコプラズマ感染（肺炎、３歳女、４歳女、５歳

女）が多く見られます。ウイルス性胃腸炎では、ロタ陰性です。  

   （瀬戸市  津田こどもクリニック）  

・  溶連菌感染症、流行続いています。手足口病、まだ散発していま

す。今週から水痘が増えてきました。マイコプラズマもまだ流行

続いています。（家族内感染、同一施設内での流行もあり）その

他、ヘルペス歯肉口内炎、成人、学童共に嘔吐を主訴に来院する

症例多いです。  

  （尾張旭市  佐伯小児科医院）  

・  帯状疱疹広範囲で入院要する  8 歳男  

  （美浜町  愛知県厚生農業協同組合連合会知多厚生病院）  

・  インフルエンザ B が１人でました。  

  （春日井市   片山こどもクリニック）  

・  今 週 は 感 染 性 胃 腸 炎 が 非 常 に 多 く み ら れ ま し た （ 小 児 ～ 成 人 ま

で）。水痘も多いです。  

  （春日井市  朝宮こどもクリニック）  

・  今週は発熱のある咳嗽の強いかぜ症候群と嘔吐のある胃腸かぜが

多発しています。  

  （春日井市   かちがわ北病院）  

・  嘔吐を主徴とする胃腸炎が急増しました。現在インフルエンザ様

疾患はあまり見られません。  

  （小牧市   志水こどもクリニック）  

・  インフルエンザ流行なし。  

  （小牧市   小牧市民病院）  

・  マイコプラズマ   ２歳と４歳の女、４歳男  

  （小牧市   鈴木小児科）  



 西三河地区    

・  インフルＡ・Ｂ－クイック＊陽性  1 歳男 B（＋）２人  

  病原性大腸菌 O1 10 歳男  

  （豊田市  星ヶ丘たなかこどもクリニック）  

インフルＡ・Ｂ－クイック： A 型 及び B 型 イ ンフルエンザウイルスを判定

する。  

・  マイコプラズマ肺炎  5 歳男。サルモネラ SP Ｏ 7 4 歳女  

  溶連菌感染症  増加  

  （豊田市  やふそ小児科）  

・  病原性大腸菌 O1 VT1・ 2（－）４歳男  

  （岡崎市  竜美ヶ丘小児科スズキ医院）  

・  病原性大腸菌 O6 VT（－） 9歳男、 O126 VT（－） 5歳女  

  （岡崎市  にいのみ小児科）  

・  病原性大腸菌 O25 3 ヶ月男、異型肺炎（ 3 歳男、 5 歳女）  

  （岡崎市  川島小児科水野医院）  

・  病原性大腸菌 O1 VT1（－）２歳、サルモネラ O4 ７歳  

  （幸田町  とみた小児科）  

・  溶連菌感染症と嘔吐を主症状とする胃腸炎が目立ちます。  

  （碧南市  永井小児クリニック）  

・  咽 頭 結 膜熱 5 歳 女 （ ア デ ノチ ェ ック陽 性 ）、嘔 吐 と水痘 が 増加

（西尾市  やすい小児科）  

・  嘔吐中心の感冒性胃腸炎が特に目立ちました。  

  （西尾市  山岸クリニック）  

・  感染性胃腸炎が大流行中です。  

  （三好町  三好町民病院）  

 東三河地区  

・  インフルエンザ流行してきました。 A 型 11 名、 B 型 2 名（ 10 歳男、

9 歳女）、 A 型 B 型混合感染 1 名（ 1 歳男で 17 日前にワクチン 1 回

接種済み）  

  （豊橋市  野村小児科）  

・  イ ン フ ルエ ン ザ 2 名 は 先 週と 同 じ学校 （ 欠席者 多 いとの 話 でし

た）。  

  （豊橋市  冨田小児科）  

・  ウイルス性胃腸炎が大流行です。  

  （豊橋市  こどもの国大谷小児科）   

・  先週に引き続き感冒性胃腸炎が目立つ。溶連菌感染症は、同一小



学校のクラスで 2 名、他は、散発例です。  

  （田原町  かわせ小児科）  

 

 （ 1～ 3 類感染症の発生状況）  

 ●細菌性赤痢患者 4 名  

・  津島保健所から報告の 42 歳男（ 11 /29 発病、 11 /30 初診、 12 /3 診

定）。 39 歳女（ 11 /30 発病、 11 /30 初診、 12 /6 診定）。 10 ヶ月男。

（ 12 /4 発病、 12 /4 初診、 12 /6 診定）。菌型はすべてゾンネⅠ相。  

・  豊田市保健所から報告の 54 歳女。 11 /30 発病、 12 /3 初診、 12 /5 診

定。菌型はゾンネⅠ相。  

 

 （全数把握の 4 類感染症の発生状況）  

  ツツガムシ病患者１名。  

 

◆  第 47 週（ 11 月 19 日～ 11 月 25 日）の 4 類感染症の全国状況  

 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘は年末のピークに

向け患者報告数の増加が見られている。 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の

定点当たり報告数は例年の同時期よりやや多くなっており、都道府県

別では、山形県で報告数 6.8と多くなっている。感染性胃腸炎の定点当

たり報告数が多くなっているのは、熊本県（ 18.2） 、福岡県（ 13.7）

、宮崎県（ 13.6） 、山口県（ 12.8） などである。手足口病は新潟県で

定点当たり 2.0 の報告がある。伝染性紅斑は非流行期であるが、過去 5

 年間の同時期と比較すると定点当たり報告数がかなり多くなっている

。流行性耳下腺炎の定点当たり報告数は、第 19週よりここ 10 年間で最

大の定点当たり報告数が持続している。流行性耳下腺炎の定点当たり

報告数が多くなっているのは、石川県（ 9.1） 、長野県（ 5.7） 、富山

県（ 5.2）、沖縄県（ 4.1）などである。   

（ Infectious Diseases Weekly Reportより抜粋   

  厚生労働省感染症研究所感染症情報センター感染症情報室提供）  



平成１３年１２月１３日         ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳  

          愛知県衛生研究所企画情報部  （文責  磯村）  

２００１年１１月１６日号（７６巻４６号）  

事務的なミスで４２～４５号が未着です。４６号以降をまとめます。  

☆黄熱。ベルギ－。輸入例。アフリカ・ガンビアで休日を過ごした女

性。１１月８日発病し、現在経過良好。旅行前、黄熱ワクチンは接種

されていなかった。  

☆インフルエンザ。００年－０１年９月の世界の流行状況：北半球に

おける発生はアフリカ地区とアメリカ地区以外は小規模であった。イ

ンフルＡ（Ｈ１Ｎ１）にＢ型の混合流行でＡ（Ｈ３Ｎ２）は小規模発

生であった（世界各地区の一覧表あり）。  

☆ポリオ。世界の状況：本年１１月までの届出状況。①ポリオ様急性

弛緩性麻痺の８１％が検査され、②臨床診断４４０例のポリオで野生

株陽性例は２５０例であった。③国別の届出数の一覧。多発地区はア

フリカではエチオピアとナイジェリア、中南米の発生数は減少したが

東地中海地区ではアフガニスタン、パキスタン、ソマリア、ス－ダン、

欧州地区ではほぼ消滅、東南アジアでは世界最大の発生地区のインド

と例年発生が続いているバングラデシュ、ミャンマ－、ネパ－ルが目

立っている（現在０１年報告はゼロであるがウイルス検査の結果で追

加報告が届くと思われる）。西太平洋地区では消滅した。  

☆インフルエンザ。０１年１１月：ノルウェ－。Ａ型。  

☆１１月９日－１５日届出：黄熱。ベルギ－（輸入例）。  

 

２００１年１１月２３日号（７６巻４７号）  

☆ポリオ。東地中海地区。００年１月－０１年９月末の状況。同地区

の２３ヵ国中１８ヵ国で根絶、ウイルスの流行は５ヵ国だけとなった。

本報は０１年のポリオ根絶計画の概略である。①定期接種率：アフガ

ニスタン（３２％）、ジプチ（４６％）、パキスタン（７４％）、ソ

マリア（１８％）、ス－ダン（６５％）、イエメン（７６％）。②定

期接種以外の地区単位の追加強化接種：キプロス、オマ－ン、アラブ

首長国連合をのぞいて年間数回の地域単位の個別接種が実施されてい

る。③サ－ベイランス：同地区の各国におけるポリオの発生状況のサ

－ベイランス網が０１年にはキプロスとジプチ以外で確立された。④

届出状況：（国別一覧表あり）最多はパキスタン。ソマリアとス－ダ

ンも目立っている。  

⑤ウイルス検査網：１２検査室（国立８研究所、４地区衛生研究所）

がＷＨＯなどの指導で検査。検査精度は上昇している。  



平成１３年１２月１３日             愛知県感染症情報  

愛知県衛生研究所企画情報部（文責  磯村）  

宿題をいっぱい抱えたまま１２月を迎えてしまいました。生来怠惰な

ものですから年末までに発送すべき書類をかかえてウロウロしていま

す。ところで貴重な情報をいつも有難うございます。１１月後半～１

２月前半のまとめをお送りします。  

 

１ .名古屋市内：名鉄病院宮津先生からは麻疹、ムンプス、水痘、溶連

菌感染症が散発、伝染性紅斑あり、第一日赤有吉先生からは水痘、ム

ンプス、ウイルス性胃腸炎、溶連菌感染症が目立ち、細気管支炎や仮

性クル－プ、川崎病の入院が多い、三菱病院岩間先生からは感冒性嘔

吐下痢症（脱水で要入院例あり）、急性喉頭炎、ムンプス、ＲＳウイ

ルスによる気管支炎、マイコプラスマ肺炎目立つ、中京病院柴田先生

からは水痘の流行が始まり、ムンプスが時々（髄膜炎あり）、麻疹の

小流行あり、マイコプラスマ肺炎がぼつぼつ、三菱病院岩間先生から

は感冒性嘔吐とムンプスが目立ち胸膜炎を併発したマイコプラスマ肺

炎、乳幼児のウイルス性肺炎、ＲＳウイルスによる気管支炎あり、中

京病院柴田先生からはムンプスが多く、ＲＳウイルスやマイコプラス

マによる入院がみられる、労災病院山田先生からはインフルエンザＡ、

Ｂ、溶連菌感染症、水痘、ムンプス、嘔吐主体のウイルス性胃腸炎、

ＲＳウイルス感染症、１～２日の高熱を伴う咽頭炎、重症マイコプラ

ス マ 感 染 症 、 大 同 病 院 水 野 先 生 か ら は 乳 幼 児 の 肺 炎 （ 要 入 院 例 目 立

つ）・気管支炎、年長児～学童の腹痛・嘔吐が１～２日の急性胃腸炎、

ムンプス、手足口病（中枢神経系の合併症はない）が目立つとのお手

紙をいただきました。  

 

２ .尾張地区：常滑市民病院上田先生からは手足口病、水痘、ムンプス、

細菌性腸炎（サルモネラ、病原性大腸菌）、マイコプラスマ感染症、

ロタウイルス腸炎入院例が目立つとのお手紙をいただきました。  

 

３ .三河地区：トヨタ病院木戸先生からはマイコプラスマ肺炎と下痢嘔

吐症が目立つ、加茂病院梶田先生からは嘔吐主体のウイルス性胃腸炎

とマイコプラスマ肺炎が多い、岡崎市民病院糸洲先生からはＲＳウイ

ルス感染症の細気管支炎増加、ムンプス、安城更生病院小川先生から

は突然の急激な嘔吐が目立つ１～２日のウイルス性（？）胃腸炎が多

い、知立市近藤先生からは水痘とムンプスが散発、ロタウイルス下痢

症（要入院例目立つ）が多く小学生で嘔吐下痢症の発生あり、碧南市

永井先生からは嘔吐を主症状とする胃腸炎と溶連菌感染症目立つ、豊

橋宮澤先生からは溶連菌感染症、ムンプスと水痘、手足口病、感冒性

胃腸炎が散発中とのお手紙をいただきました。有難うございました。  


